
 

未利用資源「竹」を用いた地域活性化に関する研究 

～白壁の街の新特産品をツムグ～ 
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１ はじめに 

岡山県にある倉敷市真備町は竹および筍の産地として有名で

あるが、竹は成長スピードが早く竹林の管理には間伐作業が必

要不可欠で、竹の繁茂は耕地の浸食や森林の多様性低下、浅根

製土砂災害リスクの上昇を伴う。間伐竹材は竹炭や家具、竹細

工の原料などとして利用されるが、活用方法の開発は地域全体

の課題となっている。そこで、農業で地域課題解決を目指す高

松農業高校と商業の力で地元を盛り上げたい倉敷商業高校、真備町で竹に関する事業を運

営する株式会社Ｂｏｕｎｃｅ Ｂａｃｋの三者で協働し、竹材を用いた高品質で高付加価値

な農畜産物の生産および関連商品を用いた地域活性化に向けて本研究を実施した。 

 

２ 竹の活用方法の開発 

２－１ 竹の農業利用 

伐採した竹を粉末化し乳酸発酵させた竹粉末は、作物の枝葉や根域の生育促進効果があ

ると言われている。しかし、肥料成分が僅少な竹粉末を用いた栽培はその効果の不透明性か

ら現在のところ普及していない。そこで、本実験で作物に対する竹粉末施用の効果を明らか

にしたいと考え、果菜類のトマトやピーマン、永年性作物であるブドウに対して竹粉末施用

を実施した。 

土壌への竹粉末混和処理は果菜類については定植の１週間

前、ブドウについては萌芽期に実施し、試験区と無施用の対照

区で生育を比較した。竹粉末は１ａ当たり５ｋｇを基準に施

用し（図２）、生育中の植物体の変化および果実品質について

調査を行った。ブドウの実験においては、竹粉末施用による着

色向上効果を見込んで近年県内で利用が進んでいるＡＢＡ製

剤との着色程度の比較を実施し、ＡＢＡ処理と竹粉末施用を

組み合わせた場合の生育についても調査を行った。      図２：竹粉末施用の様子 

実験の結果、トマトおよびピーマンにおいては試験区で植物体上部・下部ともに生育が優

れ、トマトについては果実重が有意に上昇した。ブドウの実験では、新梢の生育に大きな差

はなかったが試験区でやや生育が優勢となり、有意に着色が優れ、糖度の上昇効果も認めら

れた。また、果菜類・果樹どちらの圃場においても試験区で高い雑草抑制効果が見られた。 

野菜の実験においては、植物の生育が優れたことから、竹パウダーの持つ生育促進効果を実

証することができた。竹パウダーはＣ／Ｎ比が高く炭素やミネラルが多く含まれることか

ら、窒素飢餓に注意する必要はあるものの、土壌中の微生物が活性化する効果があると考え

られ、その効果によって土壌が団粒化し、通気性・排水性・保水性など土の物理的な性質が

対照区と比較して優れたことから植物体上部および根域の生育が良くなったことが考えら

れた。 

図１：放置竹林 



果樹の実験では竹パウダー施用による高い着色および糖度向上効果（図３および図４）が

見られ、樹勢も旺盛な傾向にあったことから、竹パウダーにはブドウの生育を促進し、果実

品質を向上させる効果があると考えられる。これらの効能の源は、竹に含まれる乳酸菌や多

種の植物ホルモンの作用によるものだと考えられた。しかしながら、その効果が何によるも

のかについては今年度の実験では特定できておらず、着色が対照区と比較して進んでいな

がらも依然としてブドウは着色が出荷基準に満たない「赤熟れ」の状態であることは否めな

いため、さらに研究を進めていく必要がある。 

野菜の実験においても果樹の実験においても共通して高い雑草抑制効果が見られたが、

これは竹の持つアレロパシー作用によるものだと考えられた。生育の促進とともに強い雑

草抑制効果を持つ資材は貴重な資源だと考えられるため、今後の試験で竹パウダー混和後

の土壌の物理性や生物性を確かめることで資材としての有用性を検証することができると

感じている。 

これらの研究成果は、昨年９月に福岡県で行われた日本植物学会の高校生ポスター発表

（図５）にて発表を行った他、岡山県主催の高校生「夢育」ＰＢＬフォーラム、倉敷地域若

い農業者のつどいなどで発表し、今後の研究発展に向けて多くの貴重なご意見をいただく

ことができた。 

 

 

 

 

 

図３：ブドウの着色比較（試験区・対照区） 図４：各試験区の糖度  図５：発表の様子 

 

２－２ 竹の畜産利用 

 現在の日本の養鶏は飼料のほとんどを輸入に頼っており、自給率は１３％程度にとどま

っている。飼料費は経費の約５０％を占め、飼料負担軽減は喫緊の課題となっている。また、

養鶏業界は飼料の負担だけでなく動物愛護の面からも強い風当たりに悩まされている。そ

こで、竹の持つ性質や機能性を用いてこれらの問題を解決することができないかと考え、竹

粉末の発酵処理による飼料化および換羽用飼料としての利用、敷料としての利用に関して

実験を実施した。 

まず、竹の発酵処理による飼料化の実験については、チッパーシュレッダーで破砕した生

竹をハンマークラッシャーでさらに微細に粉砕した。粉砕後の生竹チップを顕微鏡で観察

したところ、鋭利な繊維が確認できた。この状態で給与した場合は鶏の食道や消化管を傷つ

けるおそれがあったため、ふすまや米ぬか、水を加えて嫌気発酵処理を行った。処理後の温

度とｐＨの変化を観察したところ、処理開始１週目には温度の上昇が確認でき、２週目以降

は温度、ｐＨともに安定した。１か月処理を行い、開封したところ甘い芳香が認められ、乳



酸発酵が行われていることが確認できた。そして、再度顕微

鏡で観察を行ったところ、鋭利な角が軟化し、ふやけている

ことが確認できた（図６）ため、２９８日齢のボリスブラウ

ン種を用いて嗜好試験および給与試験を実施した。嗜好試

験では通常飼料と比較すると摂取率は劣るものの、発酵処

理を行うことで嗜好性は向上することが分かった。給与試

験の結果、飼料摂取量や体重に大きな変化はなく、卵重や産

卵率、ハウユニットにも差は認められなかった。しかしなが

ら、卵黄係数は有意に増加し（図７）、竹粉末を給与した採

卵鶏からは高品質卵が産み出されることが分かった。 

次に、通常は絶食を伴う強制換羽処理を、飼料を発酵竹飼

料に置き換えることで同様の効果が得られないかと考え、

実験を実施した。強制換羽処理とは、絶食により低下した産卵率を向上させる処理である。

実験には５６０日齢のボリスブラウン種を供試し、通常飼料給与と絶食、発酵竹給与による

産卵率の違いを検討した。実験の結果、発酵竹には強制換羽と同様の効果があることが明ら

かとなった（図８）。 

敷料としての検討では、粉砕後の竹をペレタイザーでペレット化することで吸水性や保

水性が向上するとともに、竹の持つ抗菌効果によって衛生的な敷料となるのではないかと

考え、実験を実施した。今回は猫砂として利用し、生菌数を調査した。実験では、最初は竹

の匂いを少し気にする様子が見られたものの、問題なくトイレとして利用することが分か

った。市販の猫砂と比較すると少し軟らかかったものの、使用後も竹の匂いが感じられ、悪

臭はなかった。猫砂を蒸留水に懸濁し、得られた液体を一般生菌用寒天培地に適下後３５℃

条件で２４時間培養したところ、市販の猫砂と比較してコロニー数が少なくなり（表１）、

竹ペレット猫砂の高い抗菌効果が明らかとなった。これらの研究成果は愛知県で行われた

日本動物学会や熊本県で行われたバイオ甲子園２０２５で発表し、バイオ甲子園では特別

賞を受賞した。 

 

 

 

３ 竹を用いた商品開発 

これまでの研究から、竹を用いることで高品質な農畜産物が生産できることが確認でき

た。そこで、それらの材料を用いた商品開発に関するワークショップを実施することとした。

ワークショップは高松農業高校、共同実施校である倉敷商業高校の生徒に加えて株式会社

図６：竹繊維の変化 

図７：卵黄係数の変化 

図８：産卵率の変化 

表１：コロニー数の比較 



Ｂｏｕｎｃｅ Ｂａｃｋにも参加してもらい、使用できる材料やコンセプトの確認を行っ

たうえで具体的な商品案について検討を行った。 

まずは竹材の利用について知るために真備町の竹林および竹加工品を作成する工房の見

学および竹に関する講演会を行った。活動を通して竹の持つ利便性や加工性の高さを両校

の生徒が知る機会となり、今後の取組に向けて意欲を高めることができた。 

その後はワークショップを５回実施し、倉敷商業高校は先行して竹炭入り飲料「かぐやス

カッシュ」の開発・販売を行った。竹炭は無味無臭で、天然のミネラル成分を多く含むため、

デトックス効果などが期待できることに着目し、飲みやすい竹炭入り飲料の開発に取り組

んだ。開発した商品は、倉敷市にある倉敷アイビースクエアのクリスマスマーケットにおい

て販売を実施し、地元の方だけでなく観光で訪れている外国人の方にも好評をいただいた。 

 

 

 

 

 

図９：真備町の竹林見学    図１０：ワークショップの様子  図１１：販売の様子 

そして、高松農業高校では倉敷美観地区の象徴的な白色と黒色をモチーフとした商品開

発を目指し、竹を給与した鶏が産んだ卵を使ったプリンの試作を行った。外観が白い白色レ

グホーン種と外観が真っ黒である黒鶏、そして竹炭を用いて白と黒の対比ができるもので

ある。また、竹を給与した高品質卵や岡山県の特産であるブドウとモモを使った商品につい

ても、倉敷市文化産業局商工労働部等関係自治体との連携を進めながら今年度の商品化お

よび販売イベントの実施に向けて現在も２校で協働して研究を進めている。 

 

４ まとめおよび今後の展望 

 放置竹林を身近な地域の課題として捉えて開始した本研究であるが、近年では全国的に

放置竹林が問題となっている。それぞれの学校で生徒が専門性を生かして主体的に活動に

取り組み、異なる専門科の学びを互いが尊重しながら活動することができた。 

今後は、竹の農業利用においては施用時の根圏の微生物、アレロパシー、植物ホルモンな

どの解析を行うことで生育促進効果のメカニズム解析を目指したい。 

竹の畜産利用については、換羽用飼料の開発と、敷料としての利用についてさらに研究を

進めていきたいと考えている。強制換羽は動物愛護の観点から敬遠される傾向にあるが、そ

の場合には産卵率の低下した産卵鶏の廃棄はやむを得なくなり、さらに別の環境問題が発

生することとなる。強制換羽と同様の効果が飼料を代替するのみで可能となるのであれば、

これは大きな技術革新になる。 

今年度にはさらなる成果を目指して実験を続けるとともに、これまでの研究で得た知見

を地域にフィードバックする活動に意欲的に取り組みたい。 
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